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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２６年４月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈                                                         

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２５年１２月２５日（水） ０７時３０分ごろ 

発生場所 香川県丸亀市本島西方沖 

 丸亀市所在の本島港６号防波堤灯台から真方位２７０°３,７５０

ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２２.９′ 東経１３３°４４.６′） 

事故調査の経過  平成２６年１月１５日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 英
えい

貴
き

丸、５トン未満 

 ２７１―２２２６４岡山、個人所有 

７.０９ｍ×２.２０ｍ×０.７８ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、５４.５０kＷ、平成元年１２月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６９歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成７年１０月４日 

  免許証交付日 平成２１年１０月１６日 

         （平成２７年１０月３日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（同乗者Ａ） 

 損傷 船首船底部外板に擦過傷 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者２人を乗せ、本島南方沖の

黒鼻ノ磯と呼ばれる釣り場に向かうため、船長が、船体中央右舷側に

ある舵輪の手前に立ち、岡山県倉敷市所在のガンツガ瀬北方灯浮標の

東側を通過した後、黒鼻ノ磯に向かう南の進路に定め、機関を回転数

毎分約２,５００とし、約２０ノットの対地速力で本島西方沖を手動

操舵によって航行した。 

 船長は、黒鼻ノ磯に向かう際、本島と丸亀市広島の間の干出浜であ

る園州
そ の す

付近を航行する必要があったが、本島と広島の間の航行経験が

豊富であり、また、大潮の干潮時に園州で潮干狩りをした経験もあっ

たことから、園州のことを知っていたものの、海図を持っていなかっ

たので、園州の拡延状況及び園州付近の正確な水深を把握していなか

った。 
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 船長は、園州付近を航行する際、小潮で干潮までに２時間３０分程

度時間があったので、航行に十分な水深があると思い、進路及び速力

を保持して航行中、平成２５年１２月２５日０７時３０分ごろ、本島

西方沖において、本船が急激に停止した。 

 船長は、直ちに機関を中立とし、船尾甲板の左舷側に座っていた同

乗者Ａが負傷したことを知り、０７時５０分ごろ海上保安庁に１１８

番通報した。 

 同乗者Ａは、来援した海上保安部の船で岡山県倉敷市水島港に運ば

れた後、救急車で病院に搬送され、第２頸
けい

椎椎体骨折及び第３頸椎椎

棘
きょく

突起骨折により、約２か月の加療を要する見込みと診断された。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西、風力 １、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の中央期、潮高 約１３６cm（青木（広島）） 

 その他の事項  本船は、レーダー及びＧＰＳプロッターがなかった。 

 本船の喫水は、船首約０.３ｍ、船尾約０.８ｍであった。 

 乗船者は、全員が救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、本島西方沖を南進中、船長が、園州の拡延状況及び園州付

近の正確な水深を把握していなかったことから、小潮で干潮まで２時

間３０分程度時間があり、航行に十分な水深があると思い、航行して

いたところ、園州に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、本島西方沖を南進中、船長が、園州の拡延状況

及び園州付近の正確な水深を把握していなかったため、航行に十分な

水深があると思い、航行していたところ、園州に乗り揚げたことによ

り発生したものと考えられる。 

参考  船長は、本事故後、海図を購入して本船に備えることとした。 

 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・航行予定海域の水路状況を事前に調査すること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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